
 

PBR 8-500 Owner’s Manual 
500 シリーズ 8 スロットラック with ビルトインパッチベイ 

 

クイックスタートガイド 

PBR 8-500 のセットアップ 

1. スタジオモニターをミュートします。 

2. PBR 8-500 をミキサーまたはインターフェースの適切な入出力に、バランス XLR ケーブルまたは  

PBR 8-500 背面の DB25 ジャックで接続します。 

3. PBR 8-500 の電源を接続します。 

 

モジュールの取り付け 

電源を入れたままモジュールの取り付け、取り外しは絶対に行わないでください！ 

ほとんどのモジュールはホットスワップできません。 

1. PBR 8-500 の電源を切ります。 

2. PBR 8-500 と 500 シリーズモジュールを点検し、カードエッジコネクタの周囲に何もないことを確認します。 

3. 500 シリーズユニットを PBR 8-500 の空きスロットに慎重にスライドさせます。 

4. モジュールのコネクターが、EDAC シャーシのコネクターにうまくはまることを確認してください。 

5. 付属のネジを使用して、500 シリーズモジュールを PBR 8-500 シャーシに固定します。 

6. PBR 8-500 の電源を入れます。 

 



パッチ部 

PBR 8-500 のフロント・マウント・パッチベイに TT/バンタム・ケーブルを使用することで、以下のことが可能

です。 

・新しいシグナル・チェーンやモジュール間のルーティングを素早く作成する。 

・MULT を使ってシグナルを分割してパラレル・プロセッシングを行う。 

・コンプレッサーを EQ の前に置いたり...。 

※モジュールの出力を同じモジュールの入力にルーティングしないように注意してください。 

信号のループが発生します。 

 

ステレオリンク 

ステレオ・リンクを使用すると、2 台のコンプレッサー間でディテクター回路の電圧を共有することができます。 

これは特にステレオ・コンプレッションに有効です。必ず２つのコンプレッサーを同じ設定にしてください。 

・ユニット背面の Link ボタンは、奇数番号で始まる隣り合うモジュールのペアをステレオリンクするために使

用します。(1&2; 3&4; 5&6.) 

・内部ジャンパーは、偶数番号から始まる隣り合うモジュールのペアをステレオリンクするために使用します。 

(2&3; 4&5; 6&7.) 

 

背面にあるリンク・ボタンを押すだけで、奇数番号から始まる隣り合うモジュールのペアをステレオ・リンク 

することができるので、このようにモジュールを並べることをお勧めします。 

2+3、4+5 など、偶数番号で始まるペアをリンクしたい場合は、内部ジャンパーを使用する必要があります。 

この内部ジャンパーは工場出荷時にはリンクされていません。 

 

偶数開始ペアをステレオリンクするには 

1. ユニットの電源を落とし、すべてのモジュールを取り外します。 

2. 目的のジャンパーピンを、リンクするスロットの間の両方のピンに、完全にセットします。。 

一度に 2 組以上のモジュールをリンクする場合（または、より大きなモジュールをリンクする場合）には、 

ジャンパーと背面ボタンの両方を使用する必要があります。 

 

例えば、スロット 1-4 を占有する 2 つの 2 スロットモジュールをリンクする場合： 

1. スロット 1 と 2 のリンクボタンを押します。 

2. スロット 3 と 4 のリンクボタンを押す。 

3. スロット 2 と 3 のジャンパーを使用する。 

 

仕様 

動作電圧 100V 

最大レール電流: 

1 レールあたり 1.8A、または 1 スロットの各レールあたり 400mA、どちらか先に到達した方 

寸法  

幅：483mm（19 インチ） 

高さ：133mm（5.25 インチ） 

奥行き：191mm（7.5 インチ） 

重量：4.4 kg（9.7 ポンド） 



 

コントロール 

1. EDAC コネクタ：500 シリーズのモジュールをここに接続します。 

2. パッチ出力: 8 つの EDAC コネクタに接続されたすべてのモジュールからの信号にアクセスします。 

3. パッチ入力：8 つの EDAC コネクターに接続されたモジュールに信号を送ります。 

4. MULT1 と MULT2： 1 つの入力信号を 2 つの出力信号にスプリットします。（I が入力、O がパラ出力） 

5. 電源スイッチ： ユニットのオン/オフを切り替えます。 

6. 電圧インジケーター： +16V、-16V、+48V。 3 つとも点灯していれば本機は正常に動作しています。 

7. ステレオリンクジャンパー：モジュールをスロット 2&3、4&5、6&7 にステレオリンクするために使用しま

す。詳細は上記のステレオ・リンキングを参照してください。 

8. リア DB25 出力：TASCAM ピン配列の DB25 ケーブルでミキサーやインターフェースの入力へ接続します。 

9. リア DB25 入力：ミキサーやインターフェースからの出力を TASCAM ピン配列の DB25 ケーブルで接続し

ます。 

10. ステレオリンクスイッチ： ステレオリンク対応モジュール 1&2、3&4、5&6、7&8 のペアでステレオリンク

する場合に使用します。 

11. リア XLR 出力：ミキサーやインターフェースのインプットにバランス XLR ケーブルで接続します。 

12. リア XLR インプット：ミキサーやインターフェースの出力からここに接続します、 

13.  5 ピン電源接続： PBR 8-500 を電源ユニットに接続します。 

 

※ 適切なパフォーマンスを得るためには、すべての入出力にバランス XLR を使用する必要があります。 

 

ソリッド・ステート・ロジック・ジャパン株式会社 

〒151-0051 

東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-55-14 

  



 

 

 


